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酒 井 正 樹 (岡山大･理)
ヒトでは ドー パ ミン作動系の過敏状態は分裂病
の焔凶と考えられ (ドー パ ミン仮説), サルでは
前頭7ru野の ドー パ ミン枯渇が短期記憶の障害とな







































有 国 富夫 (阪大･医)
サルにおいて.視床背内側核は主にB'd頭柴の前
頭前野皮質に投射する｡一方.前頭前野皮質は祝
床背内側核へも投射する｡すなわち.両省は互い
に線維結合している｡ⅡRPという酎#･を脳内に
入れると,神経細胞はそれを取 り込む｡神経細
胞体から取 り込まれたHRPは順行性仙対流に
よって神経線維の終末まで運ばれ,そこに溜る｡
神経終末からもERPは取 り込まれ,逆行性軸
索流によって細胞体まで運ばれ,ライソゾーム
によって処理される｡すなわち.HRPによって
ある線維系の起始細胞と終末線維を決めることが
できる｡したがって.ERPをサルの視床背内側
核に注入すれば.そこから前頭前野皮矧 こ投射す
る線維系の終末線維,及び前頭前野から視床背内
側核に投射する線維系の起始細胞が染る｡
この研究方法で次のことが判明した｡(1)祝床へ
投射する神経細胞と視床からの終末線維が混在す
る皮質村がある.(2)視床へ投射する神経細胞のみ
が存在する皮質帯がある｡(3)視床からの投射のみ
を受ける皮質符がある｡(4)このような3班の皮質
帯が前頭前野に混在する｡しかしそれらがどのよ
うな規則性配列を有するかは現在不明である｡
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